
令和３年西東京市議会第１回定例会の開会に当
たり、所信を明らかにする機会をいただきましたこ
とに対し、議長をはじめ、議員の皆様に厚く御礼を
申し上げます。
私は、本年２月７日執行の西東京市長選挙にお

きまして市政を担わせていただくことになりました。
自治体合併による西東京市の誕生から「はたち

（20年）」を迎えた本市が、次なるステージに向かう
このタイミングでの市長就任となります。
改めて、この西東京市議会の議場に立たせてい

ただき、私に課せられた使命と責任の重さに、身の
引き締まる思いであり、市長として決意を新たにし
たところでございます。
さて、昨年１月に新型コロナウイルス感染症の

国内感染者が初めて確認されてから、この１年間は、
まさに「コロナ一色」でありました。
そのような中で、日夜現場で新型コロナウイル

ス感染症と向き合う医師や看護師の皆様等、医療関
係者の方々をはじめ、福祉・介護従事者の皆様、子
育て・教育関係者の皆様等に対しまして、深い敬意
とともに、心からの感謝の意を表します。
世界中でまん延している新型コロナウイルス感

染症により、国内では学校の一斉休校にはじまり、
入学式や卒業式の規模縮小、修学旅行、部活動の大
会中止、飲食店をはじめとする事業活動の自粛要請、
事業活動が停止することによる失業の問題等、数え
きれないほど多くの影響が、私たちの日々の生活・
暮らしに降りかかってまいりました。
そのような中、コロナ禍において苦しむ市民の

皆様に寄り添い、必要とする行政支援を、いち早く
スピード感をもって届けることこそ、基礎自治体で
ある本市の役割と考えております。
新型コロナウイルス感染症への対応は、最も優

先すべき課題であり、その対策に万全を尽くしてま
いります。誰も経験したことがない一大事業となる
新型コロナウイルスに係るワクチン接種事業をはじ
め、市内経済の回復等、山積しております課題の一
つひとつと向き合い、西東京市政を前に進めるため、
職員と一丸となり、その先頭に立って西東京市の
リーダーとしての責任を果たしてまいります。その
ためにも市民の皆様、議員の皆様のご支援とご協力
を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

はじめに
私は、昭和57年に保谷市役所に奉職し、これま

で39年間、様々な部署を経験する中で、平成13年
には当時の田無市・保谷市の合併に携わり、そして
平成25年からの８年間は副市長として、市民の皆
様のために全力で取り組んでまいりました。
平成12年７月30日、その日は、合併の是非を問

う市民意向調査が実施され、翌日の午前11時50分
に市民の皆様が下された結果が明らかとなった時、
苦楽を共にした両市の職員が見せた安
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の表情が、
今も私の脳裏に鮮明に焼き付いております。
それから20年　わたしたちのまち　西東京市は、

今年「はたち」を迎えました。
私は、節目の20年を迎えるに当たり、自らが先

頭に立ち、はたちのまち西東京市のこれからを、こ
れまでの39年間の行政経験を生かし、次なるステー
ジに進めたいと考え、市政を担う決意をいたしまし
た。
西東京市に対する熱い思いを、そして責任をもっ

て、職員とともに市政の運営に臨む覚悟であります。
それでは、市政運営に臨むため、私が掲げた６

つのテーマを中心に所見を述べさせていただきます。

子どもにやさしいまち
　まずは、「子どもにやさしいまち」についてであり
ます。
私が、このたびの西東京市長選挙で掲げさせて

いただいた施策の一番の柱は、「子どもにやさしい
まち」、もっと言えば「子どもが『ど真ん中』のまちづ
くり」を進めることにあります。
平成30年には、西東京市子ども条例が制定され

ました。
私は、子ども条例における市の役割にあります

ように、「全ての子どもの命を大切にし、健やかに
育つこと」、このことに寄与できるのか、これを西
東京市の施策選択の際の一つの基準にしたいと考え
ています。
市内公共施設の約６割を占める学校施設の多く

が、今後一斉に更新時期を迎えようとしています。
最近では、中原小学校やひばりが丘中学校の新校舎
を建設しました。私は、どちらの校舎にも足を運び
ましたが、未来を担う子ども達の学習環境を整える
ためにも、老朽化が進む学校施設を、より優先して
整備すべきと考えています。
そして、私は、この施設更新の到来は、まちづ

くりを進める上での大きなチャンスではないかと捉
えています。
施設の更新には多額のコストがかかりますが、

子ども達が健やかに育ち、地域の大人も、そして子
ども達も元気になる、そのためには、今までのよう
な施設の建替えではなく、学校が地域の核となるよ
うな機能を持たせる、そのことによって、学校を取
り巻く地域が、もっと良くなる、そのようなことを
考えてまいりました。学校を含む公共施設の在り方
をみんなで考える機会を増やし、子ども達からはも
ちろんのこと、現役世代の方も含め、幅広い方々か
ら多くのご意見をいただき、未来志向の地域教育環
境を創出したいと考えています。
私は、子どもが「ど真ん中」にあるまちづくりを進め
るに当たりまして、学校が、そのキーステーション
（重要な拠点）になるのではと考えています。地域の
学校を支える地域住民の皆様を、本市の「スクール
サポーター（地域における学校応援団）」として、子
どもの健やかな育ちを支え、学校活動を応援し、学
校を拠点とした地域づくりの核となる応援制度のよ
うな仕組みを作りたいと考えています。

健康で元気なまち
　二つ目として「健康で元気なまち」についてです。
本市では、平成23年に健康都市宣言を行い、平

成26年には世界保健機関（ＷＨＯ）が提唱する健康
都市連合に加盟するとともに、健康になること、健
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